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置された井上武吉作「my sky hole '85」と広島市内A社のロビーに設置されたエミリオ・グレコ作「水浴の女」
の設置方法や作品の芸術的要素、作品と環境のかかわりについて調査した。
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図１． my sky hole '85の設置空間（広島市文化会館）





この点から、白色タイルの空間が「my sky hole '85」の
展示スペースとして用意されたことが分かる。白色の空間










































図３． my sky hole '85の設置空間平面図（単位はcm）
※ 筆者が測定したものである



























































































































































井上武吉作「my sky hole '85」は、設置空間を楽しく、魅
力あるものに変える力を秘めた作品であり、作品と環境が
適切なかかわりを持つ空間を創り上げていた。作品の特徴
は、ステンレスを素材とした鏡面仕上げの表面を持つ巨大
な球体であり、作品自体に周囲の環境を取り込み、“新たな
空間”を創り出す作品であった。
作品は、鑑賞者の立ち位置や視線の動きに伴って新たな
変化を生み出す可能性が高く、“新たな空間”には、環境の変
化に伴う時間や天候なども映し出される。周囲の動きや
色、かたちの変化とともに、常に変化を繰り返しながら環
境とともにある“環境芸術”としての存在価値を築いてい
た。作品の動勢は、作品に映り込む環境や鑑賞者の動きな
どによって生み出されると考えられる。動勢やリズムは環
境や鑑賞者とともにあり、その融合によって作品を創造
し、完成させているともいえる。
作品の設置空間は、周囲の公園とは異なる色のタイルが
貼られた空間であり、充分な広さを持っていた。作品を展
示するためだけに作られた環境と考えられる。「表現の鑑
賞における立体作品のあり方（３）広島市「鯤」と「裸の
リン」の調査から―」において明らかにした、作品の全体
像を捉えやすく、かつ楽に鑑賞できる、凝視角度25度の条
件を充分に満たす広さを持つ空間であり、理想的な空間で
あった。
作品の正面についてみると、キャプションの位置や向き
から、作品に開けられた穴が、球体の上下左右均等な中心
箇所となる向きと考えられたが、作品の特性を考えると、
正面が複数存在し、鑑賞者自身が作品に映り込む部分こそ
が、作品の正面といえる。
このように、作品が環境と深いつながりを持ち、違和感
なく調和して納まる空間は、人々に彫刻空間への興味や認
識を深めさせる存在となり、鑑賞者が作品と対等なコミュ
ニケーション力を持つことに繋がる。この様に、作品の芸
術性と設置方法を考慮した彫刻空間は、理想的な作品鑑賞
とされる「作品との対話」を重視した美術鑑賞教育を生み
出し、理想的な美術鑑賞教育の教材と成り得ると考えられ
る。
エミリオ・グレコ作「水浴の女」は、人体の起伏を抑え、
幾何形体による構築の傾向を強めた作品であり、脚などに
見られる円柱と胴部の球体のコントラストによって、作品
の量感や動勢を創り出した作品であった。作品には、デフ
ォルメや簡素化を巧みに駆使した構築がみられ、視覚的な
錯覚効果による量感やコントラスト、リズムが生まれ、広
い空間を構成する力に繋がっていた。また、作品の動勢は、
デフォルメの技法によって合流と分散を繰り返す流れを
生み、広い空間を支配する構成力を創っていた。
作品が設置された空間は室内でありながら非常に吟味
された空間を確保していた。ロビーの中心に作品が設置さ
れた空間は、彫刻を設置するためにデザインされ、作品が
新たな空間を構成する存在となっていた。また、作品は空
間の隅に追いやられることなく、360度どの位置からも鑑
賞可能であり、「点・線・円の鑑賞法」を実践可能な、彫
刻を中心に据えた計画的な空間づくりの例と考えられる。
また、二階まで吹き抜けであることから、作品の空間構
成力を最大限に発揮できる環境である。天に手を伸ばす像
の流れが指先で止まることなく空間の広がりを抑制する
ことがない。彫刻を設置計画に基づく環境づくりと作品の
構成要素の理想的な融合によって生まれた空間は、鑑賞す
る際の作品の凝視角度、25度を確保していた。
しかし、水浴の女は胴部を正面として設置されているた
め、この向きでは両脚が重なり合い、作品が構成する空間
バランスが崩れる、上体のひねりが生む力強さや作品全体
の直線的な構築が見え難くなるなど、欠点が見られた。
彫刻の要素や面白さなどを考えると、彫刻の胴部側面と
とらえて設置するのが理想と考えられる。しかし、室内に
彫刻を設置する条件に制約がある傾向が強いことを考え
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ると、優れた環境といえる。室内においても、このような
目的を持った環境が増加することが期待される。
本研究で調査した2点の彫刻空間は、作品を設置するた
めに計画された彫刻による街づくりの例であり、作品の題
材や構成、心象等のよさや面白さが、環境と調和した空間
を創造していると考える。彫刻を中心とした環境づくりに
おいて、その持ち味を充分に考慮しながら、空間の広さや
設置の高さ、向き、維持管理状況等の吟味を重ね、末永く
人々を楽しませる「作品鑑賞に適した空間づくり」を心掛
ける必要があるだろう。そのようにして、作り上げられた
パブリックアートは、鑑賞者に大きな感動や心地よさを与
える存在となり、美術鑑賞教育の際に「作品との対話」を
生む教材となると考える。
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